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い
る
。

（
19
）
高
瀬
真
理
子
「「
春
菜
野
」
―
―
無
償
の
愛
の
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
―
―
」『
実

践
国
文
学
』
一
九
九
二
年
三
月

（
20
）「
櫛
」『
平
安
時
代
史
事
典
』
角
川
書
店
、
一
九
九
四
年
四
月

（
21
）
本
橋
裕
美
「
平
安
の
櫛
と
扇
を
め
ぐ
っ
て
―
―
物
語
に
お
け
る
機
能
と
変

遷
を
中
心
に
―
―
」『
王
朝
文
学
と
服
飾
・
容
飾
』
竹
林
舎
、
二
〇
一
〇
年

五
月

（
22
）『
精
選
版
日
本
国
語
大
辞
典
2
』
小
学
館
、
二
〇
〇
六
年
二
月

（
23
）
尾
崎
千
代
子
『
伝
承
と
創
作
郷
土
の
て
ま
り
』
マ
コ
ー
社
、
一
九
七
八
年

七
月

（
24
）『
日
本
大
百
科
全
書
16
』
小
学
館
、
一
九
八
七
年
七
月

（
25
）
折
口
信
夫
「
四
十
八
大
和
物
語
の
成
立
―
―
伊
勢
ノ
御　

 

―
―
」『
折
口

信
夫
日
本
文
学
史
ノ
ー
ト
Ⅱ
』
中
央
公
論
社
、
一
九
五
八
年
一
二
月

（
26
）
室
生
犀
星
「
追
記
」『
か
げ
ろ
ふ
の
日
記
遺
文
』
講
談
社
、
一
九
五
九
年

一
一
月

（
6
）
室
生
犀
星
「
姫
た
ち
ば
な
」『
日
本
評
論
』
一
九
四
一
年
三
月

（
7
）
安
田
義
明
「
室
生
犀
星
「
姫
た
ち
ば
な
」
―
―
折
口
の
物
語
観
を
視
座
に

し
て
―
―
」『
芸
術
至
上
主
義
文
芸
』
一
九
九
三
年
一
月

（
8
）
室
生
犀
星
・
折
口
信
夫　

対
談
「
古
典
に
つ
い
て
」『
む
ら
さ
き
』

　
　

一
年
六
月

（
9
）
室
生
犀
星
『
王
朝
』
実
業
之
日
本
社
、
一
九
四
一
年
九
月

（
10
）『
平
安
朝
物
語
集
』（
武
笠
三
校
訂
）
有
朋
堂
書
店
、一
九
三
一
年
五
月
（『
大

和
物
語
』
の
引
用
は
こ
の
本
に
よ
る
。）

（
11
）
室
生
犀
星
「
春
菜
野
」『
文
芸
春
秋
』
一
九
四
一
年
一
月
（
本
文
の
引
用

は
こ
こ
に
よ
る
）

（
12
）「
ま
ゆ
み
」
は
「
初
出
・
底
本
一
覧
」（
室
生
朝
子
編
『
室
生
犀
星
全
王
朝

物
語
下
』
作
品
社
、
一
九
八
二
年
六
月
）
に
よ
る
と
、
初
出
未
詳
で
あ
る
。

（
13
）
室
生
犀
星
「
あ
や
の
君
」『
婦
人
之
友
』
一
九
四
〇
年
一
二
月

（
14
）
室
生
朝
子
編
『
室
生
犀
星
全
王
朝
物
語
下
』
作
品
社
、
一
九
八
二
年
六
月

（
15
）『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
12
』（
校
注
・
訳
者
：
片
桐
洋
一
・
福
井
貞
助
・

高
橋
正
治
・
清
水
好
子
）
小
学
館
、
二
〇
〇
四
年
五
月

（
16
）「
沖
つ
白
浪
」
の
細
部
の
描
写
も
「
春
菜
野
」
に
多
く
取
り
入
れ
ら
れ
て

い
る
の
で
、『
伊
勢
物
語
』
の
「
筒
井
筒
」
は
「
沖
つ
白
浪
」
と
似
て
い
る

が
、「
春
菜
野
」
の
典
拠
で
は
な
い
。

（
17
）上
坂
信
男『
室
生
犀
星
と
王
朝
文
学
』（『
三
弥
井
書
店
』、一
九
八
九
年
七
月
）

の
「
春
菜
野
」
で
は
、「
他
人
の
手
前
夫
の
面
目
を
つ
ぶ
さ
ぬ
よ
う
に
取
り

計
ら
う
」
と
あ
る
。

（
18
）上
坂
信
男『
室
生
犀
星
と
王
朝
文
学
』（『
三
弥
井
書
店
』、一
九
八
九
年
七
月
）

の
「
春
菜
野
」
で
は
、「
立
田
山
の
畔
の
女
」
と
真　

の
対
照
も
書
か
れ
て
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戦
時
下
に
お
け
る
内
地
外
地
の
小
売
書
店

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

       

日  

比　

嘉  

高

　
1　

企
業
整
備
と
は
何
か

　

ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争
末
期
、
日
配
―
―
戦
時
下
の
国
策
配
給
会
社
で
あ
る
日

本
出
版
配
給
株
式
会
社
―
―
の
営
業
顧
問
と
な
っ
て
い
た
野
口
兵
蔵
は
、
会
社

の
命
を
受
け
各
地
方
を
ま
わ
っ
て
い
た
。
小
売
書
店
組
合
の
幹
部
ら
に
対
し
、

出
版
物
の
「
計
画
配
給
」
や
そ
れ
に
と
も
な
う
地
域
書
店
の
転
廃
業
に
つ
い
て

説
明
を
行
っ
て
い
た
の
で
あ
る

1
。
青
森
で
宿
泊
し
た
、
そ
の
晩
の
こ
と
だ
。

夜
中
に
私
の
泊
ま
っ
て
い
る
宿
へ
乳
呑
み
児
を
お
ぶ
っ
た
小
売
店
の
奥
さ

ん
が
た
ず
ね
て
来
た
。

「
私
の
店
は
止
め
さ
せ
ら
れ
ま
す
が
、
夫
は
戦
地
へ
出
て
、
後
に
残
っ
た
私

と
子
供
と
両
親
と
で
、
こ
れ
か
ら
ど
う
や
っ
て
食
べ
て
い
く
の
か
、
生
き

る
道
を
教
え
て
下
さ
い
」
と
涙
な
が
ら
に
訴
え
ら
れ
た
が
、
一
言
と
し
て

返
す
言
葉
が
な
か
っ
た

2
。 

　

戦
後
に
な
っ
て
野
口
が
「
企
業
整
備
で
私
が
忘
れ
ら
れ
な
い
こ
と
」
と
し
て

回
想
し
て
い
る
、
戦
時
下
小
売
書
店
を
め
ぐ
る
悲
劇
の
一
場
面
で
あ
る
。
店
を

や
め
る
の
は
、
店
を
預
か
っ
て
い
る
彼
女
の
意
志
で
は
な
い
。
夫
は
徴
兵
さ
れ

て
お
り
、
家
に
は
子
供
と
両
親
が
い
る
。
一
家
の
生
計
を
立
て
る
手
段
で
あ
っ

た
本
屋
で
あ
る
。
そ
れ
が
所
属
組
合
の
指
示
に
よ
っ
て
、
営
業
を
止
め
ら
れ
て

し
ま
う
。

　

小
売
業
の
「
企
業
整
備
」
と
は
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争
末
期
の
決
戦
経
済
体

制
の
も
と
で
、
生
産
資
源
の
合
理
化
計
画
化
を
押
し
進
め
る
た
め
に
、
企
業
の

規
模
や
数
を
減
ら
し
、
取
引
形
態
、
必
要
な
労
働
力
な
ど
を
適
正
な
形
へ
と
導

い
て
い
く
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
企
業
の
合
同
や
休
眠
が
強
制
的
に

押
し
進
め
ら
れ
て
い
っ
た
。

　

企
業
整
備
の
目
的
は
、「
こ
れ
を
要
約
す
れ
ば
我
国
が
大
東
亜
戦
争
に
勝
抜

か
ん
が
た
め
」
で
あ
っ
た

3
。
こ
の
後
経
緯
は
詳
述
す
る
が
一
九
四
二
年
四
月

二
一
日
に
「
小
売
整
備
要
綱
」
が
閣
議
決
定
さ
れ
、
企
業
整
備
令
が
翌
五
月

一
三
日
に
発
令
公
布

4
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
、
中
小
の
商
工
業
者
の
転
廃
業
が

進
め
ら
れ
た
。
小
売
業
の
企
業
整
備
は
、「
配
給
機
構
の
整
備
と
労
務
の
充
足
の

二
つ
」

5
を
目
的
と
し
、「
国
民
更
生
金
庫
の
拡
充
、共
助
施
設
に
対
す
る
補
助
金
、

――
企
業
整
備
、共
同
仕
入
体
、読
者
隣
組
――

一
九
四

（四）
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と
な
る
全
体
像
を
掴
み
、
そ
の
後
、
内
地
お
よ
び
外
地
に
お
け
る
企
業
整
備
に

よ
る
詳
細
を
追
い
、
さ
ら
に
関
連
す
る
動
向
と
し
て
共
同
仕
入
体
、
共
同
荷
受

所
に
つ
い
て
整
理
す
る
。
最
後
に
、
決
戦
国
家
の
読
者
へ
の
動
員
の
ま
な
ざ
し

を
考
え
る
。

　
2　

企
業
整
備
へ
の
道
程

　

ど
の
よ
う
な
経
済
施
策
の
流
れ
の
中
で
企
業
整
備
が
現
れ
た
の
か
、
そ
の
巨

視
的
な
背
景
を
ざ
っ
と
年
表
風
に
整
理
し
よ
う

8
。
企
業
整
備
の
方
向
性
は
、

一
九
三
〇
年
六
月
に
設
置
さ
れ
た
臨
時
産
業
合
理
局
の
諸
政
策
に
そ
の
起
源
を

見
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
で
の
主
眼
は
百
貨
店
な
ど
の
大
規
模
小
売
店
あ
る

い
は
組
合
と
の
対
立
や
、
零
細
企
業
の
過
多
な
ど
の
小
売
業
問
題
に
取
り
組
む

こ
と
が
目
的
だ
っ
た
。
日
中
戦
争
が
始
ま
っ
た
一
九
三
七
年
九
月
に
は
「
輸
出

入
品
等
臨
時
措
置
法
」
お
よ
び
「
臨
時
資
金
調
整
法
」（
同
月
）
が
施
行
さ
れ
、

輸
出
入
関
係
物
資
の
需
給
と
資
金
・
金
融
面
の
統
制
が
開
始
さ
れ
た
。

　

一
九
三
八
年
一
月
に
国
家
総
動
員
法
が
制
定
さ
れ
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
六
月

に
「
改
定
物
資
動
員
計
画
基
準
原
則
」（
物
動
計
画
）
が
閣
議
決
定
さ
れ
る
。
ね

ら
い
は
長
期
戦
に
備
え
て
軍
需
生
産
力
を
拡
充
し
、
国
際
収
支
の
均
衡
を
は
か

る
全
面
的
物
資
統
制
に
あ
っ
た

9
。
こ
れ
を
後
押
し
す
る
も
の
と
し
て
九
月
に

は
商
工
省
に
転
業
対
策
部
を
設
置
し
て
い
る
。

　

一
九
三
九
年
に
は
「
価
格
等
統
制
令
」
が
公
布
さ
れ
中
小
商
工
業
者
の
転
廃

業
問
題
が
社
会
問
題
と
な
る
。
同
年
に
は
大
政
翼
賛
会
が
成
立
。
一
九
三
九
年

三
月
、
従
業
員
雇
入
制
限
令
が
出
さ
れ
、
軍
需
産
業
な
ど
の
労
働
録
需
要
に
応

じ
る
た
め
厚
生
大
臣
に
強
制
的
に
人
員
を
徴
用
で
き
る
権
限
を
与
え
た
国
民
徴

共
助
資
金
の
貸
付
、
生
活
援
護
費
の
交
付
等
」（
同
、
五
九
頁
）
と
い
う
資
金
面

で
の
措
置
、
さ
ら
に
は
心
理
と
労
務
を
兼
ね
た
動
員
策
と
し
て
「
商
業
報
国
運

動
と
い
ふ
強
力
な
論
理
機
構
」（
同
、
五
九
頁
）
も
同
時
に
推
進
し
な
が
ら
進
め

ら
れ
た
。
小
売
業
は
地
方
ご
と
に
商
習
慣
や
形
態
が
異
な
る
た
め
、
各
地
方
の

長
官
が
主
導
し
て
行
っ
た
（
同
、
四
四
～
五
頁
）。

　

こ
れ
ま
で
の
戦
時
経
済
に
関
す
る
研
究

6
は
、
主
に
生
産
面
、
工
業
面
に

お
け
る
考
察
が
多
く
積
み
重
ね
ら
れ
て
き
た
。
そ
の
一
方
で
中
小
の
小
売
商

業
に
つ
い
て
の
研
究
は
、
国
民
の
消
費
生
活
と
の
密
接
性
と
い
う
そ
の
重
要

さ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
解
明
が
進
ん
で
い
る
と
は
言
い
が
た
い
（
原
信
芳
、

二
〇
〇
一
、一
頁
）。
こ
の
論
文
で
検
討
す
る
の
は
、
戦
時
経
済
の
う
ち
で
も
企

業
整
備
と
名
付
け
ら
れ
た
民
間
企
業
の
統
合
休
眠
策
で
、
と
く
に
書
籍
雑
誌
の

小
売
業
、
つ
ま
り
は
書
店
に
関
わ
る
部
分
に
焦
点
を
絞
る

7
。
書
物
流
通
は
、

経
済
全
体
か
ら
言
え
ば
生
活
必
需
品
と
は
い
え
ず
、
戦
争
の
遂
行
と
勝
利
を
第

一
義
と
す
る
総
力
戦
体
制
か
ら
み
た
逼
迫
性
も
高
い
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
も

そ
の
な
か
の
小
売
部
門
と
な
れ
ば
、
研
究
は
さ
ら
に
手
薄
で
あ
る
。
荘
司
・
清

水
（
一
九
八
〇
）
の
よ
う
な
関
係
者
に
よ
っ
て
編
ま
れ
た
記
録
、
回
想
を
別
と

す
れ
ば
、
唯
一
、
研
究
と
し
て
は
（
柴
野
、
二
〇
一
三
）
が
あ
る
程
度
で
あ
る
。

柴
野
は
、
日
配
の
機
関
誌
の
解
題
を
兼
ね
つ
つ
、
こ
の
時
期
の
小
売
業
整
備
計

画
や
買
切
制
、
共
同
仕
入
、
読
書
会
の
組
織
化
の
問
題
に
触
れ
て
お
り
、
短
い

が
要
点
を
押
さ
え
た
重
要
な
成
果
と
な
っ
て
い
る
。
本
論
も
柴
野
の
論
考
の
教

示
を
受
け
て
い
る
も
の
だ
が
、
た
だ
し
柴
野
論
も
外
地
に
つ
い
て
は
記
述
し
て

い
な
い
。

　

本
研
究
は
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争
末
期
に
お
け
る
、
小
売
書
店
の
廃
滅
と
生

き
残
り
の
よ
う
す
を
掘
り
起
こ
す
。
関
連
法
規
の
流
れ
な
ど
か
ら
ま
ず
は
背
景

業
の
新
規
開
業
が
不
可
能
と
な
っ
た
。
続
い
て
一
九
四
二
年
一
月
に
は
、
労
務

調
整
令
に
よ
っ
て
自
由
な
転
職
や
退
職
が
す
べ
て
禁
じ
ら
れ
る
。
一
九
四
二
年

三
月
に
は
「
中
小
商
工
業
者
ノ
整
理
統
合
並
ニ
職
業
転
換
ニ
関
ス
ル
基
本
方
針
」

が
閣
議
決
定
さ
れ
、
商
業
者
に
向
け
て
は
商
工
、
農
林
、
厚
生
、
大
蔵
、
内
務

の
次
官
連
名
の
通
牒
「
小
売
業
整
備
要
綱
」（
五
月
一
二
日
付
）
が
出
さ
れ
各
地

方
庁
に
通
達
さ
れ
た
。

　

一
九
四
二
年
五
月
に
勅
令
と
し
て
下
さ
れ
た
企
業
整
備
令
は
、
国
家
総
動
員

法
に
根
拠
を
も
つ
も
の
で
、
事
業
そ
の
も
の
や
事
業
に
関
わ
る
設
備
や
権
利
を

制
限
禁
止
し
た
り
、
あ
る
い
は
事
業
の
委
託
、
譲
渡
、
廃
止
、
休
止
や
会
社
の

合
併
を
行
わ
せ
た
り
す
る
こ
と
を
可
能
に
し
て
い
た
。
そ
の
目
的
は
「
大
東
亜

戦
争
を
完
遂
し
以
て
我
国
が
大
東
亜
の
盟
主
と
し
て
国
防
国
家
体
制
を
完
備
す

る
が
為
に
は
此
の
目
的
に
副
ふ
様
に
産
業
力
を
充
実
整
備
」
し
、「
産
業
の
各
部

門
に
亘
つ
て
再
編
成
を
断
行
し
、
夫
々
必
要
な
企
業
整
備
を
実
施
」 

す
る
と
謳

わ
れ
て
い
た
が
、
具
体
的
に
目
論
ま
れ
て
い
た
の
は
零
細
な
小
売
業
者
の
数
を

減
ら
し
て
配
給
機
構
の
合
理
化
を
進
め
る
一
方
で
、
余
剰
と
な
っ
た
労
働
力
を

軍
需
関
連
業
務
へ
と
回
す
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
強
制
的
な
転
業
の
推
進
機

関
と
し
て
国
民
職
業
指
導
所
、
国
民
勤
労
訓
練
所
、
国
民
更
生
金
庫
が
設
け
ら

れ
た
。
監
視
も
強
化
さ
れ
、
一
九
四
三
年
一
月
に
は
整
備
関
係
業
者
が
特
高
警

察
の
監
視
下
に
置
か
れ
た
。

　

書
籍
雑
誌
商
・
紙
文
房
具
商
は
、
こ
の
第
一
次
企
業
整
備
の
対
象
と
な
っ
た

三
〇
業
種
の
な
か
に
含
ま
れ
て
い
た
。
第
一
次
企
業
整
備
に
応
じ
た
地
方
庁
の

整
備
案
を
ま
と
め
た
表
が
次
で
あ
る
13
。 

　

用
令
が
出
さ
れ
た
。
さ
ら
に
翌
年
に
は
制
限
対
象
を
拡
大
す
る
青
少
年
雇
用
制

限
令
も
出
さ
れ
、
一
九
四
一
年
に
は
国
民
徴
用
令
も
改
正
さ
れ
て
非
徴
用
者
の

範
囲
が
広
が
っ
た
。

　

第
二
次
近
衛
文
麿
内
閣
が
発
足
し
て
す
ぐ
発
表
し
た
基
本
国
策
要
綱

（
一
九
四
〇
年
八
月
）
に
は
「
官
民
協
力
に
よ
る
計
画
経
済
の
遂
行
特
に
主
要

物
資
の
生
産
、
配
給
、
消
費
を
貫
く
一
元
的
統
制
機
構
の
整
備
」10
が
目
指
さ

れ
て
お
り
、
こ
れ
を
実
現
す
る
具
体
化
策
と
し
て
「
経
済
新
体
制
確
立
要
綱
」

（
一
九
四
〇
年
一
二
月
）
が
立
案
さ
れ
た
。
転
廃
業
者
に
は
軍
需
産
業
や
生
産
力

拡
充
に
か
か
わ
る
産
業
、
満
洲
開
拓
、
海
外
移
住
な
ど
が
勧
め
ら
れ
て
い
た
11
。

　

一
九
四
〇
年
以
降
、
鉄
鋼
業
、
繊
維
業
で
企
業
合
同
が
進
み
、
配
給
統
制
の

た
め
に
一
元
的
配
給
組
織
が
結
成
さ
れ
て
い
っ
た
。
一
九
四
〇
年
四
月
に
は
陸

海
軍
省
が
「
軍
需
工
業
指
導
方
針
大
要
」
を
作
成
し
、不
要
不
急
の
「
犠
牲
産
業
」

（
平
和
産
業
）
を
「
時
局
産
業
」（
軍
需
産
業
）
へ
と
転
換
す
る
こ
と
を
め
ざ
し
た
。

小
売
業
で
は
米
穀
や
木
炭
な
ど
の
生
活
必
需
品
関
係
に
強
制
的
な
企
業
合
同
措

置
が
行
わ
れ
た
が
、不
要
不
急
部
門
に
お
い
て
は
ま
だ
そ
れ
ほ
ど
進
展
し
な
か
っ

た
。

　

一
九
四
〇
年
七
月
に
は
「
奢
侈
品
等
製
造
販
売
規
則
」（
通
称
「
七
・
七
禁
令
」）

が
公
布
さ
れ
、
貴
金
属
、
宝
石
、
高
級
呉
服
お
よ
び
一
定
価
格
以
上
の
商
品
が

製
造
禁
止
と
な
る
。
一
九
四
一
年
の
日
米
開
戦
頃
を
境
に
、
こ
れ
ま
で
は
残
存

し
て
い
た
中
小
商
工
業
者
へ
の
保
護
・
育
成
の
側
面
は
放
棄
さ
れ
、「
配
給
機
構

の
整
備
と
中
小
企
業
解
体
に
よ
っ
て
整
備
・
労
働
力
・
必
要
物
資
を
大
軍
需
会

社
に
確
保
す
る
「
高
能
率
重
点
主
義
」
政
策
」12
が
と
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

　

戦
局
が
厳
し
さ
を
増
す
に
従
い
、
統
制
も
強
化
さ
れ
て
い
く
。
一
九
四
一
年

一
二
月
、
企
業
許
可
令
で
指
定
事
業
の
新
規
開
業
を
抑
制
、
事
実
上
、
指
定
事



　

案
は
実
行
に
移
さ
れ
、
小
売
事
業
者
た
ち
は
徐
々
に
厳
し
い
経
済
統
制
の
中

に
組
み
込
ま
れ
、
意
に
反
し
て
店
を
閉
じ
さ
せ
ら
れ
て
い
く
。
数
字
の
向
こ
う

に
は
、
本
論
冒
頭
の
青
森
の
女
性
店
主
の
よ
う
な
存
在
が
数
多
く
存
在
し
た
。

塩
田
（
一
九
七
九
）
は
、
そ
う
し
た
中
小
の
商
工
業
者
た
ち
の
恨
み
節
を
次
の

よ
う
に
紹
介
し
て
い
る
。「
官
僚
極
楽
商
工
地
獄
せ
め
て
な
り
た
や
守
衛
さ
ん
」

「
中
小
商
工
業
者
は
犬
猫
に
あ
ら
ず
」「
中
小
商
工
業
者
は
最
低
生
活
も
む
ず
か

し
く
な
っ
て
き
た
近
衛
東
条
を
殺
せ
」14
。

　

一
九
四
三
年
七
月
に
は
、「
小
売
業
ノ
整
備
ニ
関
ス
ル
件
」
が
道
府
県
に
通
達

さ
れ
、
第
二
次
の
企
業
整
備
が
進
め
ら
れ
た
。
一
九
四
四
年
五
月
に
は
監
視
対

象
を
残
存
小
売
商
や
配
給
所
、
町
内
会
長
な
ど
に
ま
で
拡
大
し
、
闇
取
引
や
物
々

交
換
な
ど
を
監
視
し
た
。
一
九
四
五
年
三
月
に
は
第
三
次
の
小
売
業
整
備
が
行

わ
れ
、
六
月
二
九
日
に
は
つ
い
に
農
商
省
次
官
通
牒
「
決
戦
配
給
体
制
ノ
確
立

ニ
関
ス
ル
件
」
に
よ
り
、
小
売
業
が
公
営
と
な
っ
た
。
第
一
次
か
ら
第
三
次
に

わ
た
っ
た
企
業
整
備
に
よ
っ
て
、
最
終
的
に
は
70
％
も
の
商
業
事
業
者
が
廃
業

と
な
っ
た
。

　
3　

内
地
に
お
け
る
小
売
書
店
の
企
業
整
備

　

こ
こ
か
ら
は
、
具
体
的
に
小
売
書
店
の
企
業
整
備
に
つ
い
て
見
て
い
く
。
戦

時
期
の
書
物
流
通
は
、
出
版
社
か
ら
取
次
を
経
由
し
、
小
売
書
店
、
そ
し
て
読

者
ま
で
を
直
流
す
る
一
元
配
給
を
目
指
し
た
。
統
制
経
済
と
取
次
を
中
心
と
し

た
書
物
流
通
に
つ
い
て
は
別
稿
で
ま
と
め
た
こ
と
が
あ
る
た
め
こ
こ
で
は
省
略

す
る
が
15 

、
こ
の
流
れ
の
中
で
国
策
配
給
会
社
で
あ
る
日
配
が
誕
生
し
た
こ
と

だ
け
確
認
し
て
お
く
。

　

小
売
書
店
の
企
業
整
備
は
、
日
配
の
主
導
で
行
わ
れ
た
。
一
九
四
二
年
五
月

に
企
業
整
備
令
が
出
さ
れ
、
翌
年
一
二
月
、
日
配
本
店
に
「
書
籍
雑
誌
小
売
業

企
業
整
備
推
進
本
部
」
が
設
置
、
末
端
配
給
網
整
備
要
綱
案
が
作
成
さ
れ
た
16
。

同
じ
時
期
、
出
版
社
の
企
業
整
備
も
始
ま
っ
て
お
り
、
出
版
部
門
の
整
備
を
連

動
さ
せ
る
か
た
ち
で
書
籍
の
売
切
買
切
制
度
が
開
始
さ
れ
る
（
七
月
二
一
日
よ

り
17
）。

　

書
籍
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
に
よ
り
委
託
販
売
が
な
く
な
り
、
返
品
が
な
く
な
っ

た
。
書
店
は
現
品
見
本
の
代
わ
り
に
、『
新
刊
弘
報
』
と
い
う
日
配
の
出
す
冊
子

ー 51ー ー 50ー

業種別 店舗現在数 整理店舗数 店舗整理率
（%）

呉服商 52,907 19,222 36.3
洋服商 40,668 16,242 39.9

洋品雑貨商 32,980 11,706 35.5
紙文房具商 38,405 10,380 27
薬化粧品商 39,823 9,792 24.6
書籍雑誌商 17,015 3,202 18.8
荒物雑貨商 87,792 20,183 23

売
業
整
備
推
進
会
本
部
を
設
置
し
、
末
端
配
給
網
整
備
要
綱
案
を
作
成
、
決
定

す
る
24
。
全
国
の
組
合
員
店
で
あ
る
約
一
六
〇
〇
〇
店
を
、
一
〇
〇
〇
〇
店
に

ま
で
減
ら
す
計
画
を
立
て
、
こ
れ
を
三
ヶ
月
後
の
一
九
四
四
年
三
月
ま
で
に
行

う
と
し
た
。『
日
配
時
代
史
』は「
他
業
界
よ
り
も
速
く
、は
る
か
に
立
派
」（
四
一

頁
）
だ
っ
た
と
胸
を
張
っ
て
い
る
が
、
相
当
な
速
度
、
か
つ
減
少
の
ス
ピ
ー
ド

だ
と
言
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。
転
廃
業
の
目
標
比
率
（「
整
備
率
」
と
呼
ん
だ
）
は
、

地
方
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
い
た
。
青
森
で
は
25
％
を
整
理
し
、
東
京
で
は
65
％
、

神
奈
川
で
25
％
、
静
岡
で
45
％
、
福
岡
で
32
％
と
い
う
具
合
だ
っ
た
25
。
後
述

の
通
り
外
地
の
書
店
で
は
、
既
存
の
書
店
が
合
同
し
て
一
つ
の
新
会
社
を
設
立

し
た
り
も
し
て
い
る
が
、
内
地
の
場
合
は
「
間
引
き
」
の
方
法
を
と
っ
た
。
日

配
は
間
引
い
た
残
り
の
書
店
が
、
先
行
し
て
始
ま
っ
て
い
た
雑
誌
共
同
仕
入
体

と
同
様
の
書
籍
共
同
仕
入
体
を
結
成
す
る
よ
う
、
各
地
の
小
売
商
組
合
に
促
し

て
い
っ
た
。

　

一
九
四
四
年
に
行
わ
れ
た
第
一
回
の
企
業
整
備
で
、
三
〇
三
四
店
が
廃
業
と

な
り
、
残
っ
た
書
店
は
約
一
万
二
〇
〇
〇
店
と
な
っ
た
。
企
業
整
備
を
進
め
た

も
の
の
、
肝
心
の
刊
行
物
は
品
不
足
で
あ
り
、
と
て
も
小
売
書
店
の
商
売
は
成

り
立
た
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
日
配
は「
末
端
配
給
機
関
整
備
強
化
要
綱
」を
定
め
、

さ
ら
な
る
書
店
数
の
減
少
を
図
っ
た
。「
実
質
的
に
経
営
麻
痺
状
態
に
あ
る
書
店

を
休
業
さ
せ
て
、
核
と
な
る
書
店
だ
け
を
残
し
、
こ
れ
に
責
任
を
持
た
せ
て
重

点
配
分
に
徹
す
る
」
と
い
う
責
任
配
給
体
制
の
開
始
で
あ
る
26
。

　

さ
て
、
こ
う
し
て
進
め
ら
れ
た
企
業
整
備
と
そ
れ
に
対
応
し
た
配
本
の
実
態

は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
か
。
そ
れ
を
俯
瞰
す
る
興
味
深
い
記
事
が
あ
る
。

『
出
版
弘
報
』
の
一
九
四
五
年
一
月
二
一
日
号
に
掲
載
さ
れ
た
「
最
近
の
販
売
状

況
と
小
売
店
書
店
網
の
現
勢
―
―
統
計
に
見
る
末
端
配
給
整
備
強
化
の
方
途
」

に
よ
っ
て
新
刊
書
の
内
容
を
把
握
し
発
注
を
行
う
こ
と
と
な
っ
た
。
し
か
し
、

こ
の
『
新
刊
弘
報
』
に
よ
る
販
売
は
、
当
初
こ
そ
上
手
く
い
っ
た
も
の
の
、
次

第
に
小
売
業
者
に
よ
る
見
込
み
発
注
と
実
販
売
の
ず
れ
が
大
き
く
な
り
、
企
図

は
崩
れ
る
。
さ
ら
に
こ
こ
に
、
深
刻
な
用
紙
不
足
が
重
な
り
18
、
書
籍
の
配
給

シ
ス
テ
ム
は
さ
ら
に
合
理
化
を
図
る
ほ
か
な
く
な
る
。
末
端
配
給
網
、
す
な
わ

ち
小
売
書
店
の
企
業
整
備
の
必
要
性
が
強
ま
る
の
で
あ
る
。

　

雑
誌
に
関
し
て
言
え
ば
、
輸
送
力
確
保
を
理
由
と
し
、
外
地
向
け
の
売
切
買

切
制
度
が
一
九
四
三
年
二
月
二
一
日
よ
り
実
施
さ
れ
た
19
。
内
地
に
お
け
る
雑

誌
の
委
託
制
廃
止
は
、
一
九
四
四
年
一
月
号
分
か
ら
で
あ
っ
た
20
。
書
籍
雑
誌

の
売
切
買
切
の
開
始
と
平
行
し
て
、
書
籍
と
雑
誌
の
当
該
地
域
内
で
の
適
正
な

配
給
を
め
ざ
す
「
共
同
仕
入
体
」
の
準
備
も
始
ま
っ
た
（
後
述
）。

　

書
籍
雑
誌
組
合
の
動
向
に
つ
い
て
も
一
瞥
し
て
お
こ
う
。
組
合
の
統
制
に
つ

い
て
は
、
一
九
三
二
年
九
月
の
商
業
組
合
法
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
れ
は
中
小
商

業
を
救
済
す
る
た
め
の
法
律
だ
っ
た
が
、
統
制
的
規
定
も
盛
り
込
ま
れ
て
い
た
。

同
法
は
一
九
三
八
年
に
改
正
さ
れ
て
統
制
力
を
強
め
、
さ
ら
に
は
一
九
四
〇
年

三
月
に
再
改
定
が
行
わ
れ
て
商
業
組
合
は
配
給
統
制
機
関
へ
と
変
貌
さ
せ
ら
れ

て
い
っ
た
。
一
九
四
二
年
五
月
か
ら
中
小
規
模
の
工
業
会
社
に
も
統
制
会
が
設

立
さ
れ
、
商
工
組
合
も
商
工
組
合
法
に
よ
り
再
編
、
統
制
が
強
化
さ
れ
る
21
。

こ
う
し
た
変
化
の
中
、
各
地
の
書
籍
雑
誌
商
組
合
は
、
一
九
四
一
年
六
月
に
発

足
し
た
東
京
書
籍
雑
誌
商
業
組
合
を
皮
切
り
に
書
籍
雑
誌
小
売

0

0

商
業
組
合
と
な

る
22
。
さ
ら
に
計
画
化
＝
統
制
強
化
を
進
め
る
た
め
、
一
九
四
四
年
六
月
の
農

商
省
通
知
に
よ
り
出
版
物
小
売
統
制
組
合
へ
と
そ
の
姿
を
変
え
て
い
っ
た
（
七

月
に
発
足
23
）。

　

企
業
整
備
に
話
題
を
戻
そ
う
。
一
九
四
三
年
一
二
月
、
日
配
は
書
籍
雑
誌
小

表１　業種別小売業者整理見込み数および整理率 （1941年11月）
出典・公開経営指導協会（1990)、298頁

図１　企業整備巡回講演会の模様 （東京洋品組合）
公開経営指導協会編（1990）



で
あ
る
。

　

こ
れ
に
よ
る
と
、
一
九
四
四
年
一
〇
月
期
に
お
い
て
日
配
が
取
引
し
て
い
る

書
店
お
よ
び
共
同
仕
入
体
27
の
口
座
は
、
内
地
と
外
地
を
含
め
て
約
一
二
〇
〇
〇

近
く
あ
り
、
内
地
が
約
一
〇
〇
〇
〇
、
外
地
が
約
二
〇
〇
〇
と
い
う
内
訳
と
な
っ

て
い
る
。
こ
の
内
地
の
一
万
軒
の
う
ち
、
実
際
に
本
が
送
付
さ
れ
て
い
る
の
は

八
〇
〇
〇
軒
程
度
し
か
な
く
、毎
月
二
五
〇
〇
～
二
六
〇
〇
軒
は「
送
品
ナ
キ
店
」

と
な
っ
て
い
る
。

　

一
年
前
の
一
九
四
三
年
一
〇
月
期
に
お
い
て
は
、
内
地
の
取
引
口
座
は
約

一
四
六
〇
〇
軒
あ
っ
た
。
そ
れ
が
一
年
間
の
間
に
八
〇
〇
〇
軒
程
度
ま
で
企
業

整
備
で
減
ら
さ
れ
た
計
算
に
な
る
。
し
か
も
八
〇
〇
〇
軒
の
中
に
は
「
配
本
ナ

キ
店
」
が
二
五
〇
〇
軒
強
あ
る
わ
け
だ
か
ら
、
一
九
四
四
年
一
〇
月
期
に
お
い

て
内
地
で
日
配
か
ら
本
を
送
っ
て
も
ら
っ
て
い
た
書
店
お
よ
び
共
同
仕
入
体
は
、

わ
ず
か
に
五
五
〇
〇
軒
程
度
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

北
海
道
の
具
体
的
な
数
が
示
さ
れ
て
い
る
の
で
紹
介
し
よ
う
。
取
引
総
口
座

数
は
、
七
三
五
。
そ
の
う
ち
書
籍
共
同
仕
入
体
、
雑
誌
共
同
仕
入
体
の
数
は
、

あ
わ
せ
て
一
八
六
。「
送
品
ナ
キ
店
」
の
数
は
一
六
六
だ
と
い
う
。
全
数
か
ら
共

同
仕
入
体
と
「
送
品
ナ
キ
店
」
を
引
く
と
、
日
配
か
ら
送
品
を
も
ら
っ
て
い
る

小
売
書
店
の
数
が
出
る
。
そ
れ
が
三
八
三
軒
。
企
業
整
備
が
終
わ
り
、
日
配
と

取
引
が
あ
る
店
と
し
て
残
っ
て
い
て
も
、
そ
の
う
ち
半
分
は
本
が
来
な
い
本
屋

だ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

残
念
な
が
ら
こ
の
記
事
に
、
外
地
の
小
売
書
店
に
つ
い
て
の
具
体
的
数
字
は

記
さ
れ
て
い
な
い
。
外
地
の
小
売
書
店
に
対
す
る
企
業
整
備
の
状
況
を
次
節
に

お
い
て
検
討
す
る
が
、
断
片
的
に
し
か
わ
か
ら
な
い
。
た
だ
、
内
地
か
ら
外
地

へ
の
送
本
の
状
況
は
内
地
の
各
地
方
よ
り
厳
し
か
っ
た
と
み
る
方
が
、
自
然
だ

ろ
う
。
戦
場
と
な
っ
て
い
る
海
を
越
え
な
け
れ
ば
、
本
を
運
べ
な
か
っ
た
か
ら

で
あ
る
。
こ
の
あ
と
見
る
よ
う
に
、
外
地
の
各
都
市
で
は
、
内
地
と
は
異
な
り

一
都
市
一
店
へ
と
書
店
が
合
併
し
た
と
こ
ろ
も
見
ら
れ
る
。
企
業
整
備
を
く
ぐ

り
抜
け
日
配
と
取
引
が
続
い
た
書
店
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
う
ち
半
分
に
本
が
着

荷
し
な
い
と
い
う
北
海
道
の
状
況
を
鑑
み
る
と
、
独
立
し
た
書
店
と
し
て
は
配

本
が
期
待
で
き
な
い
と
考
え
た
外
地
書
店
が
多
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

な
お
、
一
九
四
五
年
三
月
に
は
関
釜
連
絡
船
が
途
絶
し
、
朝
鮮
、
満
洲
、
中
国
、

南
方
へ
の
出
版
物
輸
送
と
連
絡
が
不
可
能
と
な
っ
た
。
日
配
は
軍
の
要
請
を
受

け
、
新
潟
港
か
ら
朝
鮮
半
島
北
端
の
港
、
羅
津
経
由
で
送
っ
た
が
、
こ
れ
も
五

月
ま
で
の
こ
と
だ
っ
た
28
。

　
4　

外
地
に
お
け
る
小
売
書
店
の
企
業
整
備

　

企
業
整
備
が
行
わ
れ
た
の
は
内
地
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
内
地
よ
り
少
し
時

期
は
遅
れ
た
が
、
朝
鮮
、
上
海
、
満
洲
な
ど
で
転
廃
業
が
行
わ
れ
た
り
、
既
存

の
書
店
が
合
同
し
て
新
会
社
を
起
こ
し
た
り
し
て
い
る
こ
と
が
報
じ
ら
れ
て
い

る
。
企
業
整
備
の
必
要
性
を
説
く
論
理
は
、内
地
と
ま
っ
た
く
同
じ
で
あ
る
。『
朝

鮮
日
報
』
の
論
説
を
引
用
し
よ
う
。

戦
局
の
現
段
階
に
対
処
し
朝
鮮
に
お
け
る
綜
合
戦
力
就
中
直
接
戦
力
を
急

速
且
最
高
度
に
増
強
し
併
せ
て
戦
時
生
活
を
確
保
す
る
た
め
半
島
の
特
異

性
に
鑑
み
維
持
育
成
を
採
り
来
っ
た
従
来
の
根
本
方
針
に
必
要
な
る
修
正

を
な
し
朝
鮮
産
業
の
現
況
に
即
応
せ
る
如
き
整
備
を
実
施
せ
ん
と
す
る
も

の
で
あ
る
29
。 

ー 53ー ー 52ー

機
構
と
一
元
的
に
結
合
す
る
「
南
満
図
書
普
及
株
式
会
社
」
を
設
立
、
従
来
の

店
舗
は
全
部
閉
鎖
し
て
新
会
社
の
下
に
重
要
地
区
の
五
ヶ
所
に
配
給
所
を
設
け

る
」
と
い
う
報
道
が
な
さ
れ
て
い
る
39
。「
満
配
の
機
構
と
一
元
的
に
結
合
」
と

は
配
給
会
社
で
あ
る
満
配
と
一
体
的
に
活
動
し
、
そ
の
末
端
配
給
網
を
形
成
す

る
と
い
う
意
味
だ
ろ
う
。
ま
た
、
同
じ
よ
う
な
一
都
市
一
業
者
に
整
備
し
て
い

く
取
り
組
み
が
、
新
京
で
も
計
画
さ
れ
て
い
る
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
40
。

　

樺
太
で
も
企
業
整
備
が
行
わ
れ
、
一
三
名
の
転
廃
業
者
が
出
て
い
る
41
。
台

湾
42
で
も
企
業
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
た
と
い
う
新
聞
記
事
が
あ
り
、
こ
の
後

見
る
よ
う
に
台
南
の
組
合
が
書
籍
共
同
仕
入
体
の
結
成
や
割
当
制
、
島
内
出
版

物
の
配
給
に
つ
い
て
審
議
も
し
て
い
る
。
関
東
洲
に
つ
い
て
も
企
業
整
備
令
が

近
々
出
さ
れ
る
と
い
う
記
事
が
あ
る
が
43
、
書
店
に
関
し
て
の
記
事
が
見
つ
け

ら
れ
て
い
な
い
た
め
、
実
情
が
ど
う
だ
っ
た
の
か
は
今
の
と
こ
ろ
よ
く
わ
か
ら

な
い
。

５
．
共
同
仕
入
体
、共
同
荷
受
所
、前
史
と
し
て
の「
共
販
」

　

こ
こ
ま
で
小
売
書
店
の
転
廃
業
策
で
あ
る
企
業
整
備
に
焦
点
を
当
て
、
そ
の

あ
と
を
た
ど
っ
て
き
た
。
こ
の
節
で
は
、
こ
れ
に
密
接
に
関
連
す
る
話
題
で
あ

る
共
同
仕
入
体
、
共
同
荷
受
所
に
つ
い
て
整
理
す
る
。

　

最
初
に
計
画
が
始
ま
っ
た
の
は
、
共
同
荷
受
所
だ
っ
た
。
日
配
が
共
同
荷
受

所
を
作
る
よ
う
計
画
し
始
め
た
の
は
、
一
九
四
二
年
の
こ
と
で
あ
る
。
同
年
四

月
か
ら
鉄
道
に
よ
る
雑
誌
運
送
の
扱
い
が
変
わ
り
、
少
量
送
本
が
不
可
能
に

な
っ
た
こ
と
に
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。
こ
の
た
め
日
配
は
、「
一

駅
一
荷
受
制
に
よ
る
雑
誌
共
同
荷
受
所
」
を
設
置
す
る
よ
う
準
備
を
始
め
た
44
。

　

朝
鮮
総
督
府
に
よ
る
企
業
整
備
は
、
一
九
四
三
年
一
〇
月
二
五
日
の
整
備
委

員
会
で
決
定
さ
れ
、
実
行
に
移
さ
れ
て
い
っ
た
30
。
翌
年
二
月
の
委
員
会
で
生

産
お
よ
び
配
給
の
二
五
部
門
の
整
備
対
象
が
決
定
さ
れ
、
書
籍
雑
誌
部
門
も
こ

こ
に
含
ま
れ
た
31
。
整
備
を
進
め
る
に
当
た
っ
て
「
指
導
分
野
」
と
名
付
け
ら

れ
た
先
行
的
取
り
組
み
を
行
う
部
門
が
決
定
さ
れ
、書
籍
雑
誌
も
こ
の
中
に
入
っ

た
の
で
あ
る
。
書
籍
雑
誌
の
企
業
整
備
を
進
め
た
の
は
、
朝
鮮
書
籍
雑
誌
小
売

組
合
だ
っ
た
32
。

　

実
際
、ど
の
程
度
の
企
業
整
備
が
行
わ
れ
た
か
の
報
告
も
あ
る
。『
出
版
弘
報
』

に
掲
載
さ
れ
た
一
九
四
五
年
三
月
の
記
事
に
よ
れ
ば
、
首
府
京
城
で
は
鉄
道
弘

済
会
と
特
殊
店
を
の
ぞ
い
て
、
企
業
整
備
前
に
八
二
店
あ
っ
た
も
の
の
う
ち
、

三
二
店
が
残
さ
れ
た
。
六
割
の
整
備
率
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
の
他
の
地
域

で
は
さ
ほ
ど
き
び
し
い
統
廃
合
は
行
わ
れ
ず
、
非
組
合
員
の
書
店
を
対
象
と
し

て
整
備
を
行
っ
た
程
度
、
咸
北
に
お
い
て
は
日
配
の
取
引
店
の
う
ち
四
店
を
廃

し
た
だ
け
だ
っ
た
と
い
う
33
。

　

上
海
で
は
一
九
四
四
年
七
月
に
既
存
の
小
売
書
店
が
統
合
し
て
新
会
社
「
上

海
図
書
有
限
会
社
」
が
設
立
さ
れ
て
い
る
34
。
内
山
完
造
の
上
海
内
山
書
店
も
、

こ
れ
に
よ
っ
て
小
売
書
店
と
し
て
の
幕
を
閉
じ
て
い
る
35
。『
日
配
時
代
史
』
の

年
表
に
は
、
日
配
の
担
当
者
が
中
国
北
部
・
中
部
に
出
張
し
、
書
店
の
企
業
整

備
と
共
同
荷
受
所
設
置
そ
の
他
に
つ
い
て
相
談
し
て
い
る
こ
と
も
わ
か
る
36
。

ま
た
華
北
、
北
京
で
は
整
備
対
象
が
一
四
店
、
転
廃
業
者
九
店
で
あ
っ
た
37
。

華
北
、
天
津
で
は
七
店
を
残
存
さ
せ
た
38
。

　

断
片
的
な
情
報
で
は
あ
る
が
、
ほ
ぼ
同
じ
時
期
、
一
九
四
四
年
一
一
月
に
は

満
洲
の
奉
天
で
「
市
内
書
籍
販
売
業
者
十
五
軒
を
打
つ
て
一
丸
と
な
し
満
配
の



一
九
四
二
年
一
〇
月
五
日
の
日
付
を
持
つ
雑
誌
共
同
荷
受
要
綱
案
が
作
成
さ
れ

て
お
り
、
一
駅
ご
と
に
荷
受
所
を
作
る
こ
と
な
ど
、
規
定
が
決
め
ら
れ
て
い
る 

45
。
書
物
の
共
同
荷
受
が
具
体
化
し
た
の
は
、
や
や
後
に
な
る
。
一
九
四
四
年

一
月
に
後
述
の
書
籍
共
同
仕
入
体
結
成
の
推
進
に
加
え
、
荷
造
・
発
送
・
受
入

体
制
を
合
理
化
し
て
戦
時
輸
送
に
協
力
す
る
た
め
に
、
書
籍
共
同
荷
受
の
要
綱

が
作
成
さ
れ
て
い
る
46
。

　

さ
て
、
一
九
四
三
年
七
月
頃
か
ら
日
本
出
版
会
、
日
配
、
小
売
商
業
組
合
の

代
表
者
ら
に
よ
っ
て
、「
雑
誌
適
正
配
分
体
」
の
構
想
が
始
ま
っ
た
47
。
こ
れ
が

こ
の
あ
と
「
共
同
仕
入
体
」
と
呼
ば
れ
る
書
物
流
通
の
小
売
に
お
け
る
合
理
化

組
織
で
あ
る
。
背
景
に
は
、
書
籍
雑
誌
の
買
切
制
へ
の
移
行
、
本
そ
の
も
の
の

品
不
足
、
輸
送
の
資
材
不
足
、
人
員
の
供
出
、
逼
迫
す
る
輸
送
へ
の
協
力
、
小

売
書
店
の
企
業
整
備
へ
の
準
備
な
ど
が
あ
っ
た
。
こ
れ
ま
で
少
量
の
出
版
物
を

少
数
個
別
の
書
店
に
送
る
こ
と
を
行
っ
て
き
た
が
、
そ
れ
で
は
時
局
柄
あ
ま
り

に
煩
瑣
に
す
ぎ
、
効
率
が
悪
す
ぎ
る
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
一
定
地
域
の
需
要
を

そ
の
地
域
ご
と
に
捉
え
、
か
つ
地
域
内
で
の
配
分
の
決
定
と
再
配
分
を
す
る
組

織
が
必
要
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
共
同
仕
入
体
は
、
本
来
は
書
籍
と
雑
誌
ど
ち

ら
も
組
織
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
ま
ず
は
手
を
付
け
や
す
い
雑
誌
か
ら
始
め
た

と
い
う
こ
と
ら
し
い
48
。

　

日
配
の
作
成
し
た「
雑
誌
適
正
配
分（
共
同
仕
入
）体
結
成
要
綱
」49
を
み
る
と
、

市
町
村
内
に
二
軒
以
上
の
雑
誌
小
売
店
が
あ
れ
ば
「
雑
誌
共
同
仕
入
体
」
を
結

成
す
る
こ
と
、
一
地
区
一
荷
受
け
と
す
る
こ
と
、
日
配
は
共
同
仕
入
体
に
対
し

補
助
費
を
出
す
こ
と
、
結
成
は
一
九
四
三
年
八
月
末
日
ま
で
に
完
了
す
る
こ
と

と
あ
り
、
最
後
に
書
籍
の
共
同
仕
入
体
に
つ
い
て
も
見
込
み
が
た
ち
次
第
、
逐

次
実
現
し
て
い
く
こ
と
と
書
か
れ
て
い
る
。

　

前
述
の
通
り
、
こ
の
あ
と
一
九
四
四
年
に
は
小
売
書
店
に
対
す
る
企
業
整
備

が
進
行
す
る
。
日
配
は
間
引
き
さ
れ
た
書
店
に
対
し
、
雑
誌
だ
け
で
な
く
書
籍

の
共
同
仕
入
体
も
結
成
す
る
よ
う
に
働
き
か
け
て
い
き
、
同
時
に
書
籍
共
同
荷

受
も
実
施
し
て
い
く
50
。
日
配
は
『
出
版
弘
報
』
を
用
い
、
一
九
四
四
年
五
月

一
日
に
「
造
ら
う
、“
書
籍
共
同
荷
受
”　

戦
時
輸
送
に
積
極
協
力
」
の
記
事
を

掲
載
し
、
同
時
に
「
書
籍
共
同
荷
受
実
施
要
領
」
を
公
表
し
て
い
る
。

　
『
日
配
時
代
史
』
の
年
表
を
見
る
と
、
一
九
四
四
年
四
月
頃
か
ら
日
本
内
地
の

各
地
方
で
続
々
と
共
同
仕
入
体
や
共
同
荷
受
所
が
結
成
・
設
置
さ
れ
て
お
り
、

同
時
に
外
地
で
も
同
様
の
動
き
が
起
こ
っ
て
い
た
。
台
湾
、
台
南
州
書
籍
商
組

合
で
は
一
九
四
四
年
五
月
二
二
日
総
会
を
開
き
、
書
籍
共
同
仕
入
体
の
結
成
や

割
当
制
、
島
内
出
版
物
の
配
給
な
ど
に
つ
い
て
審
議
し
て
い
る
51
。
華
北
、
済

南
市
の
書
籍
商
組
合
も
書
籍
共
同
仕
入
体
を
結
成
し
七
月
か
ら
実
施
す
る
と
さ

れ
て
お
り
52
、
張
家
口
書
店
組
合
も
共
同
仕
入
体
を
結
成
し
八
月
か
ら
実
施
と

い
う
53
。

　
『
出
版
弘
報
』
の
一
九
四
五
年
一
月
二
一
日
号
に
掲
載
さ
れ
た
「
最
近
の
販
売

状
況
と
小
売
店
書
店
網
の
現
勢
―
―
統
計
に
見
る
末
端
配
給
整
備
強
化
の
方
途
」

で
は
一
九
四
四
年
一
〇
月
期
に
日
配
と
取
引
口
座
を
持
っ
て
い
た
共
同
仕
入
体

は
雑
誌
が
一
一
六
六
、
書
籍
が
七
七
九
だ
っ
た
。
雑
誌
共
同
仕
入
体
に
つ
い
て

は
内
訳
も
示
さ
れ
て
い
る
。
内
訳
の
説
明
に
よ
る
と
、
日
配
の
各
支
店
や
営
業

所
が
あ
る
都
市
は
共
同
仕
入
体
を
設
け
る
必
要
が
そ
れ
ほ
ど
高
く
な
か
っ
た
た

め
に
、
数
が
少
な
い
と
い
う
。
ま
た
東
京
は
各
支
部
ご
と
に
集
配
所
が
あ
っ
た

た
め
雑
誌
共
同
仕
入
体
は
な
か
っ
た
。
沖
縄
に
つ
い
て
は
記
載
が
な
か
っ
た
。

こ
れ
に
加
え
、
一
駅
一
店
の
共
同
荷
受
所
が
三
三
〇
〇
程
度
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
一
九
四
五
年
二
月
二
〇
日
調
べ
の
日
付
を
も
つ
「
末
端
配
給
機
関
整

ー 55ー ー 54ー

専
業
率
、
書
籍
共
同
仕
入
体
数
、
雑
誌
共
同
仕
入
体
数
」
で
あ
る
。

　

最
後
に
、
共
同
仕
入
体
、
共
同
荷
受
体
に
は
前
史
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
指

摘
し
て
お
き
た
い
。
戦
時
下
の
物
資
不
足
、
輸
送
力
・
人
員
の
軍
事
向
け
転
換

を
目
的
と
し
て
案
出
さ
れ
た
共
同
仕
入
れ
、
共
同
荷
受
け
だ
が
、
取
次
業
者
と

小
売
業
者
が
協
力
し
て
共
同
的
に
書
物
流
通
の
合
理
化
を
図
る
取
り
組
み
は
、

備
強
化
直
前
に
於
け
る
全
国
小
売
書
店
実
数
一
覧
」
が
あ
り
、
全
国
の
小
売
書

店
数
、
書
籍
共
同
仕
入
体
な
ど
の
数
が
わ
か
る
54
。
数
字
は
「
大
体
昨
年
末
現

在
ノ
調
ベ
」
だ
と
い
う
か
ら
、
ほ
ぼ
「
最
近
の
販
売
状
況
と
小
売
店
書
店
網
の

現
勢
」
と
同
時
期
と
い
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。
二
つ
の
一
覧
を
あ
わ
せ
て
作
成
し

た
も
の
が
、
表
２
の
「
１
９
４
４
年
末
に
お
け
る
全
国
の
組
合
員
小
売
書
店
数
、

道府県 組合員
書店数

専業
書店数

専業率
（％）

雑誌
仕入体数

書籍
仕入体数

北海道 772 72 9 108 57
青森 74 17 23 26 19
岩手 107 13 12 19 14
宮城 130 22 17 26 19
秋田 132 10 8 27 14
山形 77 27 35 17 20
福島 172 36 21 39 28
茨城 132 3 2 33 28
栃木 128 21 16 24 17
群馬 107 5 5 22 21
埼玉 110 10 9 33 23
千葉 138 42 30 39 21
東京 770 588 76 ー ー
神奈川 266 24 9 37 25
新潟 193 29 15 46 27
富山 83 9 11 22 12
石川 63 9 14 27 9
福井 106 14 13 14 7
山梨 53 14 26 12 8
長野 94 19 20 28 22
岐阜 105 30 29 22 12
静岡 142 38 27 35 19
愛知 290 124 43 44 32
三重 127 17 13 21 12
滋賀 51 17 33 15 11
京都 127 96 76 21 13
大阪 364 237 65 32 23
兵庫 182 173 95 54 33
奈良 45 9 20 14 14
和歌山 251 11 4 26 17
鳥取 68 1 1 9 9
島根 86 ー ー 18 14
岡山 117 30 26 19 17
広島 125 29 23 21 21
山口 121 16 13 21 14
徳島 55 12 22 8 7
香川 53 11 21 7 7
愛媛 118 21 18 20 13
高知 64 12 19 10 5
福岡 263 48 18 47 22
佐賀 105 10 10 13 9
長崎 ー ー ー 8 ー
熊本 153 12 8 28 17
大分 112 5 4 20 14
宮崎 59 13 22 10 6
鹿児島 155 14 9 24 14
合計 7,045 1,970 28 1,166 766

表２　1944年末における全国の組合員小売書店数、専業率、
         書籍共同仕入体数、雑誌共同仕入体数



だ
っ
た
が
、
一
九
四
〇
年
頃
か
ら
政
府
や
地
方
官
庁
の
指
導
を
受
け
て
再
組
織

化
が
図
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
一
九
四
二
年
二
月
以
降
は
指
導
部
に
官
僚
が
入

り
、
官
製
組
織
と
な
る
。
戦
争
の
激
化
と
共
に
商
業
報
国
会
は
「
配
給
挺
身
隊

と
し
て
地
方
官
庁
の
下
部
組
織
化
し
、
最
後
に
は
本
土
決
戦
要
員
と
し
て
、
全

員
が
義
勇
奉
公
隊
に
編
成
さ
れ
、
日
本
商
業
報
国
会
は
解
散
」
し
た
61
。

　

三
省
堂
の
社
史
に
「
三
省
堂
産
業
報
国
会
」
に
つ
い
て
の
記
述
が
あ
る
が
、

こ
れ
が
全
国
的
な
商
業
報
国
運
動
の
一
部
と
な
っ
て
い
た
か
ど
う
か
に
つ
い
て
、

明
確
な
記
述
は
な
い
。
三
省
堂
産
業
報
国
会
は
一
九
三
九
年
九
月
頃
に
で
き
た

も
の
で
、
陸
上
競
技
会
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
や
生
花
・
書
・
写
真
大
会
な
ど

を
開
催
す
る
組
織
だ
っ
た
。
時
局
講
演
会
や
戦
勝
祈
願
ハ
イ
キ
ン
グ
兼
マ
ラ
ソ

ン
競
走
な
ど
、
こ
の
時
期
ら
し
い
企
画
も
あ
る
が
、
社
史
の
書
き
ぶ
り
を
み
る

限
り
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
色
が
強
い
よ
う
に
み
え
る
62
。
た
だ
、
経
済
お
よ

の
た
め
の
最
も
有
力
な
手
段
と
目
せ
ら
れ
る
や
う
に
な
つ
た
か
ら
に
は
、〔
…
〕

統
制
配
給
を
し
て
も
ら
ふ
の
が
、
結
局
、
い
ち
ば
ん
有
難
い
」
と
い
い
、「
隣
組

に
対
し
て
配
給
し
て
も
ら
ひ
、
組
長
宅
に
小
さ
い
文
庫
を
つ
く
る
の
も
結
構
で

あ
ら
う
」58
と
述
べ
た
。
書
店
は「
単
な
る
配
給
機
関
と
し
て
の
役
割
」を
超
え
て
、

本
の
選
択
の
相
談
に
乗
っ
た
り
、「
図
書
群
を
編
成
」
し
た
り
、「
読
書
会
の
指
導
」

を
行
っ
た
り
す
る
機
関
へ
と
変
化
し
て
欲
し
い
と
田
中
は
続
け
た
。

　

大
政
翼
賛
会
文
化
部
長
の
高
橋
健
二
も
、
先
の
田
中
と
同
じ
趣
旨
の
こ
と
を

主
張
し
た
。
高
橋
は
、
書
物
の
供
給
量
が
減
っ
て
い
る
中
で
必
要
な
の
は
、
多

く
の
読
者
で
本
を
共
用
す
る
こ
と
だ
と
言
い
な
が
ら
、「
地
域
職
域
に
於
け
る
読

書
隣
組
の
実
施
」
の
必
要
性
を
説
い
た
。
高
橋
は
言
う
。「
隣
組
は
単
な
る
物
の

配
給
機
関
で
は
な
い
筈
で
あ
る
。
物
の
配
給
を
す
る
な
ら
、
心
の
糧
の
配
給
、

つ
ま
り
書
物
の
回
覧
な
ど
も
当
然
考
へ
る
べ
き
事
柄
で
あ
る
。
さ
う
す
る
こ
と

に
よ
つ
て
隣
組
に
一
段
と
高
い
精
神
的
な
裏
附
け
が
さ
れ
る
で
あ
ら
う
」59
。

　

本
が
商
品
で
あ
る
こ
と
を
や
め
て
武
器
糧
秣
と
な
り
、
そ
の
販
売
が
配
給
と

な
っ
た
時
代
、
読
者
も
ま
た
思
想
戦
の
将
兵
と
な
っ
た
。
地
域
の
小
売
書
店
も

そ
の
数
や
規
模
だ
け
で
な
く
、
役
割
も
ま
た
思
想
統
制
体
制
の
一
部
を
担
う
も

の
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。

　

こ
の
と
き
す
で
に
書
店
員
た
ち
に
は
別
の
形
の
動
員
も
か
か
っ
て
い
た
こ
と

を
思
い
起
こ
す
べ
き
だ
ろ
う
。
本
論
考
の
冒
頭
で
も
触
れ
た
と
お
り
、
小
売
業

の
企
業
整
備
は
、
配
給
機
構
の
整
備
を
目
指
し
て
資
金
面
で
の
措
置
を
行
う
と

同
時
に
、
心
理
的
お
よ
び
労
務
的
動
員
策
も
講
じ
て
い
た
。
そ
の
一
つ
が
「
商

業
報
国
運
動
と
い
ふ
強
力
な
論
理
機
構
」60
だ
っ
た
。

　

日
本
商
業
報
国
隊
は
、
一
九
三
九
年
に
結
成
さ
れ
、
以
後
、
地
方
に
も
同
様

の
組
織
が
結
成
さ
れ
て
い
っ
た
。
当
初
は
民
間
か
ら
自
発
的
に
生
ま
れ
た
組
織

ー 57ー ー 56ー

一
九
三
〇
年
代
の
後
半
に
も
現
れ
て
い
た
。「
共
販
」
と
呼
ば
れ
る
地
方
業
者
た

ち
の
取
り
組
み
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
す
で
に
別
稿
が
あ
る
た
め
、
簡
略

に
要
点
の
み
押
さ
え
よ
う
55
。

　

こ
の
動
き
が
起
こ
っ
た
の
は
、
大
阪
、
九
州
、
台
湾
で
あ
り
、
同
様
の
取
り

組
み
と
し
て
外
地
向
け
取
次
で
あ
る
大
阪
屋
号
書
店
の
卸
部
設
置
の
動
き
が

あ
っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
に
経
緯
や
参
加
業
者
の
規
模
は
違
う
も
の
の
、
共
通
し
て

い
る
の
は
出
版
業
者
と
小
売
業
者
の
あ
い
だ
に
共
同
で
中
間
倉
庫
を
設
け
る
と

い
う
発
想
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
版
元
か
ら
の
取
り
寄
せ
の
速
度
を
上
げ
、
輸

送
費
を
削
減
し
、
小
売
店
か
ら
版
元
へ
の
返
品
の
手
間
を
減
す
こ
と
を
狙
っ
た

の
で
あ
る
。
ま
た
こ
れ
ら
の
共
同
卸
倉
庫
は
新
刊
の
縦
覧
所
も
か
ね
て
い
る
場

合
も
あ
り
、
小
売
業
者
の
み
な
ら
ず
場
合
に
よ
っ
て
は
一
般
の
顧
客
の
閲
覧
も

許
す
と
い
う
、
利
便
性
の
向
上
も
う
た
っ
て
い
た
。
こ
れ
ら
は
中
規
模
の
卸
業

者
と
地
元
小
売
書
店
が
共
同
で
計
画
し
た
流
通
の
合
理
化
策
で
あ
り
、
同
時
に

大
手
取
次
業
者
に
対
す
る
経
営
的
な
挑
戦
と
い
う
意
味
合
い
も
あ
っ
た
。

　
「
共
販
」
と
共
同
仕
入
体
・
共
同
荷
受
所
に
共
通
す
る
の
は
、
配
本
の
経
路

を
単
純
化
し
、
運
送
コ
ス
ト
と
労
力
を
下
げ
、
各
小
売
書
店
へ
の
書
籍
の
配
分

を
地
元
業
者
の
差
配
に
委
ね
る
こ
と
に
よ
り
、
書
物
流
通
の
合
理
化
を
促
進
す

る
点
で
あ
る
。
書
籍
の
買
切
制
と
連
動
し
て
検
討
さ
れ
た
点
も
共
通
で
あ
る
56
。

た
だ
し
、
違
い
も
小
さ
く
は
な
い
。「
共
販
」
は
純
然
た
る
民
間
の
自
発
的
取
り

組
み
だ
っ
た
。
品
の
発
注
も
自
由
で
あ
っ
た
し
、
買
切
制
度
が
検
討
さ
れ
る
な

か
ス
タ
ー
ト
し
た
も
の
の
、書
籍
は
委
託
販
売
制
だ
っ
た
。
一
方
、共
同
仕
入
体
・

共
同
荷
受
所
は
国
家
に
よ
る
適
正
な
書
物
配
給
を
め
ざ
す
戦
時
統
制
経
済
の
一

部
だ
っ
た
。
刊
行
さ
れ
る
書
目
、
配
本
先
と
量
な
ど
、
多
く
が
中
央
の
出
版
協

会
や
日
配
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
た
。
そ
も
そ
も
共
同
仕
入
体
・
共
同
荷
受
所
の

設
置
自
体
が
、
日
配
の
指
示
に
よ
る
も
の
だ
っ
た
。

６
．
お
わ
り
に　

読
者
と
隣
組
―
―
末
端
配
給
網
の
先
に

　

本
論
考
を
終
え
る
に
あ
た
っ
て
、
戦
時
下
の
書
物
流
通
の
「
末
端
」
は
、
小

売
書
店
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
を
論
じ
て
お
こ
う
。
柴
野
（
二
〇
一
三
）

が
す
で
に
着
目
し
て
い
る
よ
う
に
、
戦
時
下
に
お
け
る
書
物
配
給
の
あ
り
方
を

構
想
す
る
者
た
ち
の
視
線
の
先
に
は
、
読
者
の
存
在
が
あ
っ
た
。

　

考
え
て
見
え
れ
ば
そ
れ
は
当
然
だ
ろ
う
。
戦
時
国
家
が
出
版
物
に
関
心
を
寄

せ
る
の
は
、
そ
の
経
済
的
な
効
果
よ
り
も
、
む
し
ろ
思
想
的
な
効
用
の
面
で
あ

ろ
う
。
情
報
局
に
所
属
し
た
海
軍
中
佐
で
あ
る
古
橋
才
次
郎
は
、
日
配
の
機
関

誌
に
掲
載
し
た
記
事
に
お
い
て
、
大
東
亜
戦
争
は
武
力
戦
で
あ
る
と
同
時
に
思

想
戦
で
あ
る
と
呼
号
し
、
出
版
物
は
そ
れ
を
勝
ち
抜
く
た
め
の
「
武
器
で
あ
り
、

糧
秣
」
だ
と
訴
え
た
57
。
そ
の
古
橋
の
視
線
の
先
に
も
読
者
と
し
て
の
国
民
が

い
た
。
古
橋
は
続
け
て
い
う
。

　

し
か
し
か
う
し
て
造
ら
れ
た
思
想
戦
の
武
器
糧
秣
が
円
滑
に
速
か
に
行

く
べ
き
所
に
、
行
く
べ
き
時
に
最
前
線
の
思
想
戦
の
将
兵
た
る
国
民
に
配

給
さ
れ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
が
日
配
及
び
そ
の
下
部
機
構
た
る
支
店
、

営
業
所
及
び
小
売
商
業
組
合
の
任
務
で
あ
り
ま
す
。

　

小
売
書
店
の
先
に
い
る
読
者
た
ち
に
「
思
想
戦
の
武
器
糧
秣
」
と
し
て
の
書

物
を
届
け
る
際
に
言
及
さ
れ
た
の
が
、
隣
組
で
あ
る
。
東
京
都
教
育
局
主
事
の

田
中
令
三
は
、「
読
書
が
国
民
読
書
と
し
て
の
性
格
を
は
つ
き
り
さ
せ
、
思
想
戦

図2　「商業報国隊の旗を先頭に行進」　
公開経営指導協会編（1990）



び
思
想
面
で
の
統
制
が
厳
し
く
な
る
に
つ
れ
、
三
省
堂
の
こ
の
会
の
性
格
が
、

そ
の
後
変
わ
っ
て
い
っ
た
と
推
定
し
て
も
無
理
は
な
い
だ
ろ
う
。
三
省
堂
で
は

こ
れ
と
は
別
に
、
一
九
四
二
年
一
月
か
ら
錬
成
会
と
い
う
心
身
鍛
練
の
た
め
の

訓
練
行
事
も
行
わ
れ
て
い
た
63
。
別
の
例
を
挙
げ
れ
ば
、
一
九
四
四
年
に
広
島

書
店
組
合
報
国
隊
の
代
表
が
炭
鉱
へ
勤
労
奉
仕
に
出
か
け
て
い
た
と
い
う
エ
ピ

ソ
ー
ド
も
あ
る
64
。
書
店
員
の
身
体
も
ま
た
、
動
員
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

物
資
、
流
通
、
思
想
、
労
務
、
そ
の
他
あ
ら
ゆ
る
面
で
大
東
亜
戦
争
に
協
力

し
た
書
物
の
決
戦
配
給
体
制
は
、
果
た
し
て
成
功
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

冒
頭
に
登
場
し
た
野
口
兵
蔵
は
、
敗
戦
の
八
月
一
五
日
に
日
配
に
辞
表
を
出

し
た
。
だ
が
、
野
口
の
も
と
へ
は
、
辞
め
て
な
お
日
配
か
ら
相
談
が
届
い
て
い

た
65
。
敗
戦
後
、
日
配
が
閉
鎖
機
関
と
し
て
戦
後
の
処
理
を
は
じ
め
る
や
い
な

や
書
籍
雑
誌
の
返
品
が
全
国
か
ら
押
し
寄
せ
て
お
り
、
そ
の
処
置
に
困
っ
て
い

る
と
い
う
の
だ
っ
た
。
野
口
の
郷
里
は
栃
木
市
だ
っ
た
が
、
そ
こ
に
大
き
な
肥

料
店
を
営
む
知
人
が
い
た
。
野
口
は
そ
の
倉
庫
を
借
り
上
げ
る
提
案
を
し
た
。

倉
庫
は
「
日
本
出
版
配
給
株
式
会
社
返
品
集
荷
所
」
と
い
う
名
前
と
な
っ
た
。

返
品
が
届
き
始
め
る
と
、
野
口
は
驚
く
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
が
摩
訶
不
思
議
、
な
い
な
い
と
い
っ
た
書
籍
・
雑
誌
が
全
国
か
ら
栃

木
の
駅
へ
殺
到
し
、
整
理
も
何
も
つ
か
な
い
混
乱
状
態
と
な
っ
て
し
ま
っ

た
。
結
局
三
棟
あ
っ
た
大
倉
庫
を
い
っ
ぱ
い
に
借
り
切
っ
て
納
め
た
が
、

不
思
議
と
い
う
よ
り
も
書
籍
・
雑
誌
の
配
給
が
い
か
に
円
滑
に
い
っ
て
い

な
か
っ
た
か
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
と
思
う
。

　

一
元
化
だ
、
計
画
配
給
だ
、
企
業
整
備
だ
、
統
制
だ
と
い
い
、
ギ
リ
ギ
リ
と

追
い
立
て
て
い
っ
た
戦
時
下
の
書
物
流
通
の
帰
結
の
一
つ
が
、こ
の
倉
庫
に
あ
っ

た
。
た
し
か
に
戦
時
の
計
画
経
済
の
も
と
で
合
理
化
を
追
求
し
た
書
物
統
制
は
、

戦
後
の
書
物
流
通
シ
ス
テ
ム
を
準
備
し
た
と
こ
ろ
も
大
き
い
だ
ろ
う
。
だ
が
、

そ
の
統
制
が
実
の
と
こ
ろ
破
綻
し
て
い
た
こ
と
も
ま
た
、
一
面
の
事
実
で
あ
っ

た
よ
う
だ
。

　

倉
庫
三
棟
を
い
っ
ぱ
い
に
し
た
返
品
の
本
と
雑
誌
は
、
そ
れ
か
ら
ど
う
な
っ

た
か
。
栃
木
は
下
駄
と
鼻
緒
の
産
地
だ
っ
た
。
売
っ
て
く
れ
と
言
う
話
が
野
口

の
も
と
へ
来
た
。「
こ
れ
で
無
事
返
品
も
当
時
と
し
て
は
有
利
に
処
理
す
る
事
が

で
き
た
」
と
、
野
口
は
あ
っ
さ
り
と
文
章
を
結
ん
で
い
る
。
戦
時
下
、
皇
国
の

銃
後
を
支
え
た
は
ず
の
紙
の
弾
丸
は
、
戦
後
を
闊
歩
す
る
下
駄
の
鼻
緒
に
な
っ

た
。

（
付
記　

本
研
究
は
、
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
研
究
（
Ｃ
）、
課
題
番
号

19K
00343

）
を
受
け
て
い
る
。）
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、

二
一
七
頁
。

24　

荘
司
・
清
水
（
一
九
八
〇
）、
四
一
頁
。

25　

荘
司
・
清
水
（
一
九
八
〇
）、
四
一
頁
。

26　

荘
司
・
清
水
（
一
九
八
〇
）、
五
〇
、五
二
頁
。

27　

書
店
と
共
同
仕
入
体
が
重
複
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
て
い
る
と
い
う
注
記
が
あ
る
。

同
記
事
、
八
頁
。

28　

年
表
、
一
九
四
五
年
三
月
、
二
〇
七
頁
。

29　
「
企
業
整
備
の
意
義
」
社
説
『
京
城
日
報
』
一
九
四
三
年
一
〇
月
一
〇
日
。

引
用
は
神
戸
大
学
経
済
経
営
研
究
所
新
聞
記
事
文
庫
、企
業（
2-

163
）に
よ
る
。

30　

同
前
「
企
業
整
備
の
意
義
」。

31　
「
京
畿
道
の
企
業
整
備
」『
京
城
日
報
』
一
九
四
四
年
三
月
一
九
日
。
神
戸

大
学
経
済
経
営
研
究
所
新
聞
記
事
文
庫
、
産
業
（
一
般
）（
2
期
第
5-

194
）

に
よ
る
。

32　
「
企
業
整
備
を
推
進　

京
畿
道
内
指
導
分
野
決
る
」『
京
城
日
報
』

一
九
四
四
年
五
月
二
〇
日
。
神
戸
大
学
経
済
経
営
研
究
所
新
聞
記
事
文
庫
、

産
業
（
一
般
）（
2
期
第
6-

077
）
に
よ
る
。
京
畿
道
お
よ
び
京
城
商
工
会
議

所
に
お
け
る
指
導
分
野
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
。

33　
「
外
地
出
版
文
化
の
実
情
を
探
る
（
3
） 

圧
縮
に
非
ず
飛
躍
を　

期
待
さ
る

鮮
内
出
版
物　

朝
鮮
の
巻
（
二
）」『
出
版
弘
報
』
一
九
四
五
年
三
月
一
一
日
。



51　

年
表
、
二
一
九
～
二
二
〇
頁
。

52　

年
表
、
一
九
四
四
年
六
月
一
三
日
、
二
一
八
頁
。

53　

年
表
、
一
九
四
四
年
六
月
二
五
日
、
二
一
八
頁
。

54　
「
末
端
配
給
機
関
整
備
強
化
直
前
に
於
け
る
全
国
小
売
書
店
実
数
一
覧
」

（『
出
版
弘
報
』
六
三
号
、
一
九
四
五
年
九
月
一
日
）
で
あ
る
。
同
表
は
専
業

書
店
数
、
新
刊
専
門
店
数
、
経
営
者
の
男
女
比
、
市
政
都
市
数
、
郡
区
数
も

含
ん
で
お
り
興
味
深
い
が
、
こ
こ
で
は
割
愛
し
た
。
長
崎
県
は
調
査
未
了
の

た
め
に
数
値
が
な
い
。「
専
業
率
」
と
は
、
文
房
具
や
雑
貨
、
た
ば
こ
屋
等
の

兼
業
者
で
は
な
い
と
み
な
さ
れ
た
店
の
当
該
府
県
組
合
員
全
体
に
対
す
る
割

合
で
あ
る
。
組
合
員
の
合
計
と
専
業
率
に
関
し
て
は
、
計
算
が
合
わ
な
い
と

こ
ろ
が
あ
る
た
め
、
手
元
の
計
算
に
も
と
づ
い
て
い
る
。

55　

日
比
（
二
〇
一
七
）。
ま
た
帆
刈
・
小
島
（
一
九
三
六
）
も
参
照
。

56　

買
切
に
す
れ
ば
正
味
が
引
き
下
げ
ら
れ
、
小
売
書
店
の
利
益
増
が
見
込
め

る
と
さ
れ
た
。
な
お
、
共
販
の
設
置
と
同
時
期
に
、
東
京
と
大
阪
で
競
り
売

り
に
よ
っ
て
新
刊
書
と
旧
刊
書
を
安
く
う
る
卸
売
業
者
の
改
革
の
取
り
組
み

が
あ
っ
た
こ
と
も
付
記
し
て
お
く
。
東
京
で
は
一
九
三
五
年
四
月
に
「
東
京

書
籍
取
引
市
場
」
が
、
大
阪
で
は
同
年
五
月
に
「
大
阪
糶
市
市
場
」
が
設
立

さ
れ
た
。
大
阪
は
当
初
は
新
刊
の
み
の
扱
い
で
、
旧
刊
に
つ
い
て
は
将
来
の

課
題
と
し
て
い
た
。
帆
刈
・
小
島
（
一
九
三
六
）、
一
六
～
二
六
頁
を
参
照
。

57　

古
橋
才
次
郎
「
出
版
兵
站
線
の
新
し
き
認
識
と
実
践
」『
出
版
普
及
』

一
九
四
二
年
七
月
一
日
、
三
頁
。

58　

田
中
令
三
「
書
店
と
読
書
隣
組
」『
新
刊
弘
報
』
一
九
四
三
年
九
月
一
一
日
、

一
頁
。

59　

高
橋
健
二
「
書
店
と
読
書
隣
組
」『
新
刊
弘
報
』
一
九
四
三
年
一
〇
月
二
一

日
、
四
八
頁
。

60　

坂
田
（
一
九
四
二
）、
五
九
頁
。

61　

公
開
経
営
指
導
協
会
（
一
九
九
〇
）、
四
頁
。

62　

三
省
堂
百
年
記
念
事
業
委
員
会
（
一
九
八
二
）、
一
八
七
頁
。

63　

三
省
堂
百
年
記
念
事
業
委
員
会
（
一
九
八
二
）、
一
八
八
～
一
八
九
頁
。

64　

金
正
堂
の
山
本
弥
助
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ
る
。
金
文
会
（
一
九
七
四
）、

　

一
五
〇
頁
。

65　

野
口
（
一
九
七
四
）、
三
頁
。

ー 63ー ー 62ー

は
じ
め
に

（
１
）
本
稿
の
目
的　

　

院
政
期
に
入
る
と
、「
あ
そ
び
ご
と
」
で
あ
っ
た
蹴
鞠
の
文
化
的
地
位
は
上
昇

し
、「
蹴
鞠
の
家
」
が
出
来
て
く
る
。
そ
ん
な
中
、
天
皇
や
院
が
単
に
観
覧
者
と

し
て
あ
る
だ
け
で
な
く
、
自
ら
鞠
に
立
ち
実
践
者
と
し
て
参
加
す
る
よ
う
に
な

る
。
そ
の
こ
と
は
蹴
鞠
の
文
化
的
地
位
を
和
歌
に
匹
敵
す
る
ほ
ど
に
引
き
上
げ

「
歌
鞠
」
と
並
称
さ
れ
る
も
の
に
し
て
い
く
。

　

筆
者
の
関
心
は
、
天
皇
や
院
が
蹴
鞠
の
実
践
者
に
な
る
こ
と
で
蹴
鞠
故
実
が

ど
の
よ
う
に
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
か
に
あ
る
。
実
践
者
と
し
て
最
も
多
く
鞠
場

に
立
っ
た
の
は
後
鳥
羽
院
（
以
下
、
天
皇
時
代
も
含
め
て
「
院
」
と
総
称
す
る
。

後
白
河
院
に
つ
い
て
も
同
様
）
で
あ
り
、
彼
の
時
代
に
は
「
韈
の
程
品
」（『
後

鳥
羽
院
御
記
』
群
書
類
従
蹴
鞠
部
）
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
鞠
場
作
り
、
蹴

鞠
装
束
、
鞠
会
で
の
儀
式
作
法
や
運
営
法
、
蹴
鞠
技
法
等
、
多
岐
に
わ
た
っ
て

多
く
の
蹴
鞠
故
実
が
形
成
さ
れ
た
。
そ
れ
ら
は
一
三
世
紀
後
半
に
書
か
れ
た
飛

　
　

研
究
ノ
ー
ト
：
後
白
河
院
の
頃
の
蹴
鞠
〈
上
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　

付
・
安
元
御
賀
の
鞠
会
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

       

村  

戸　

弥  

生

鳥
井
流
の
『
革
匊
要
略
集
』（
是
空
（
是
心
法
師
）
著
、以
下
『
要
略
集
』
と
略
称
）

や
『
内
外
三
時
抄
』（
飛
鳥
井
雅
有
著
、
以
下
『
三
時
抄
』
と
略
称
）
と
い
っ
た

蹴
鞠
書
に
結
実
し
て
い
く
。
よ
っ
て
最
も
詳
細
に
検
討
を
加
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
は
後
鳥
羽
院
の
蹴
鞠
事
跡
で
あ
る
。
だ
が
、
後
鳥
羽
院
以
前
に
最
初
に

蹴
鞠
に
立
っ
た
の
は
後
白
河
院
で
あ
る
。
後
白
河
院
に
よ
る
蹴
鞠
事
跡
は
新
た

な
蹴
鞠
故
実
を
生
み
出
し
、
後
鳥
羽
院
の
蹴
鞠
は
そ
の
故
実
に
規
定
さ
れ
つ
つ
、

さ
ら
な
る
新
展
開
を
見
せ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
ま
ず
本
稿
で
は
「
研
究
ノ
ー
ト
」
の
形
で
後
白
河
院
の
頃
の
蹴
鞠
事

跡
を
編
年
順
に
追
っ
て
い
き
、
そ
の
頃
の
蹴
鞠
故
実
形
成
の
さ
ま
を
見
て
い
き

た
い
。
こ
の
こ
と
で
後
鳥
羽
院
の
な
し
た
蹴
鞠
の
事
跡
が
よ
り
鮮
明
に
評
価
で

き
、
蹴
鞠
史
に
正
し
く
位
置
付
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ

る
。

　

後
白
河
院
の
蹴
鞠
の
事
跡
に
つ
い
て
は
先
行
研
究
で
も
触
れ
ら
れ
る
。
特
に

桑
山
浩
然
・
渡
辺
融
著
『
蹴
鞠
の
研
究
―
公
家
鞠
の
成
立
―
』
東
京
大
学
出
版

会
、
一
九
九
四
年
六
月
刊
、「
後
白
河
院
の
時
代
」
ｐ
51
～
64
（
以
下
『
蹴
鞠

の
研
究
』
と
略
称
し
、
こ
の
書
か
ら
の
引
用
は
全
て
頁
を
示
す
）
は
基
本
と

（
注
1
）


